
企業向け新型コロナウイルス対策情報配信 2020 年 5月 25 日 

【16】 寮における感染対策 

 

経営者・総務人事担当者のみなさま、社員寮での感染防止対策は万全でしょうか？ シン

ガポールでは、外国人労働者の住む寮での集団感染により感染者数が急増しています。感

染リスクの高い集団生活を行う寮の感染対策を改めて見直しましょう。 

 

１．課題の背景： 

集団生活を行う寮では、風呂、トイレ、食堂などが共用になっていることもあり、集団

感染のリスクが高い環境にあります。また、新型コロナウイルス感染者でも自宅療養を指

示されることがあり、感染者が寮内で療養する際の対応も決めておく必要があります。 

 

２．企業でできる対策： 

○ かぜ症状、新型コロナウイルスに感染し自室療養する人への対応方法を定める 

○ 寮内での 3密を避けた新しい生活様式へ移行する 

 

１）かぜ症状、新型コロナウイルス感染者で自室療養する人への対応方法を定める。 

 プライバシーの保護に留意しつつ、下記の対策を取ることで感染拡大を防止します。 

 

 □ かぜ症状で自室療養を行う場合は、職場上司、寮の管理人が把握できるよう連絡

手順を定めておく（連絡は非対面で行う）。 

 □ 自室療養するものは、必ず個室に移す。できる限り自室から出ないで済むよう、

トイレ、シャワーが付いている個室がある場合は部屋を移すことも検討する。 

 □ 食事は自室で摂るようにし、使い捨て容器の弁当を、時間を決めて自室前などに、

置き配する等、食事提供、下膳時の対面を避ける。置き配が難しく、食事を手渡

しする場合は、マスクを着用し、会話を最小限に、時間を短く行う。 

 □ やむを得ず個室を出る場合は、手洗いをしてから、マスクを着用する。 

 □ 共用風呂の利用が避けられない場合は、利用時間の最後に使用する。利用後は触

れたドアノブの消毒を行う。 

 □ 共用トイレの利用が避けられない場合は、フタがついている場合は、フタをして

から流すようにする。利用後は触れたドアノブ、トイレットペーパーホルダーの

消毒を行う。 

 □ 汚物が付着していない衣類の洗濯方法は通常通りで良いが、共用洗濯機を使用後

はボタンの拭き取り消毒を行う。 

※汚物が付着している場合は、80℃以上の熱湯に 10 分以上つける又は 0.1％次亜

塩素酸で消毒を行う必要がある。 

 □ 鼻水や唾液のついたティッシュなどのごみはビニール袋に入れ、室外に出す時は

しっかり口を結ぶなど密閉して捨てる。 

 

２）寮内での 3密を避けた新しい生活様式へ移行する。 

寮での共同生活は集団感染リスクが高いため、原則自室での生活とし、共用場所（食堂、

風呂、トイレなど）では下記の対策を行い、集団感染を防止する。 

 

□ 原則自室内で生活を行い、談話室や個室に複数名が集合することは避ける。 

□ 複数名が一つの部屋で生活せざるを得ない場合は、パーテーションなどで個人のス

ペースを区切り、30 分毎に窓を開けて換気に努める。 

□ 鼻水や唾液のついたティッシュなどのごみはビニール袋に入れ、室外に出す時は 

しっかり口を結ぶなど密閉して捨てる。 

 



□ 食堂で食事提供を行う場合は、以下を守る。 

・食事は個人ごとに摂り、座席は、２ｍ以上の距離を確保する。 

・食堂利用前の手洗い徹底し、可能であれば入口付近に手指消毒液を設置する。 

・食事以外の時間はマスクを着用する。 

・食事中の会話は極力控え、食事終了後はすみやに退室する。 

・テーブルにダスター等を配置し、食後に各自でテーブル清拭を励行する。 

□ 共用の風呂を利用する場合は、以下を守る 

・脱衣場では２ｍ以上の対人距離を確保する。 

・入浴中も可能な範囲で対人距離を確保する。 

・着替え、入浴中は会話を控える。 

・入浴後は速やかに退出する。 

□ 共用トイレを利用する場合は、以下を守る 

・蓋がある場合は蓋を閉めて汚物を流すよう表示する。 

・使用後は必ず手洗いを行う 

・ハンドドライヤーを設置している場合は利用を停止する。 

□ エレベーター、電気のスイッチ、自動販売機のボタン、ドアノブ、トイレット 

ペーパーホルダーなど接触頻度の高い場所は、定期的に拭き取り消毒を行う。 

※環境消毒には次亜塩素酸ナトリウムを用いるが、作り方は関連リンク（４）を参照する。 

 

３．関連情報リンク： 

（１）在シンガポール日本大使館 新型コロナウイルスの発生に関する注意喚起（その２４） 

https://www.sg.emb-japan.go.jp/files/100056670.pdf 

（２）ご家族に新型コロナウイルス感染が疑われる場合 家庭内でご注意いただきたいこと 

～８つのポイント～（厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000601721.pdf 

（３）新型コロナウイルスの感染が疑われる人がいる場合の家庭内での注意事項 

（日本環境感染学会とりまとめ） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/newpage_00009.html 

（４） 新型コロナウイルス感染症に対する感染管理(2020 年 5月 1日改訂) 

https://www.niid.go.jp/niid/images/epi/corona/2019nCoV-01-200427-v2.pdf 

（５） 新型コロナウイルス感染症の軽症者等の宿泊療養マニュアル 

 https://www.mhlw.go.jp/content/000618526.pdf 

（６）新型コロナウイルス感染症患者が自宅療養を行う場合の患者への フォローアップ及

び自宅療養時の感染管理対策について 

 https://www.mhlw.go.jp/content/000618528.pdf 

（７） 新型コロナウイルス対策 身の周りを清潔にしましょう。 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000614437.pdf 

 

文責：守田 祐作（産業医科大学 健康開発科学） 

※本文章は、産業医有志グループ（今井・櫻木・田原・守田・五十嵐）で作成しました。

厚生労働省新型コロナウイルス対策本部クラスター対策班・和田耕治先生（国際医療福祉

大学・公衆衛生学教授）のサポートも受けております。 

 

今後も経営者・総務担当者向けに必要な感染拡大防止策情報を随時配信させて頂きます。

本情報は著作権フリーですので、ぜひお知り合いの経営者に拡散をお願いします。 

※本内容に関するご意見・ご要望は、covid19@ohsupports.com までお寄せください。 

※これまでに配信しましたバックナンバーは、http://www.oh-supports.com/corona.html

をご参照ください。 

※動画配信もしております。下記サイトをご参照ください。 

https://www.sg.emb-japan.go.jp/files/100056670.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000601721.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/newpage_00009.html
https://www.niid.go.jp/niid/images/epi/corona/2019nCoV-01-200427-v2.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/380652.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19_qa_kanrenkigyou.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19_qa_kanrenkigyou.html
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000614437.pdf


https://www.youtube.com/channel/UC4lRPnKfYPC6cT1Jvom5VbA 

 

https://www.youtube.com/channel/UC4lRPnKfYPC6cT1Jvom5VbA

